
額 減 税

支給金額具体例

４万円×人数

３万円 ６万円（3万×２人）=９万円+

万円 万円１ + ２ （1万×２人）=３万円

４万円 +

定 とは？

実施方法

所得税
+

住民税

定額減税が６月から開始されています

定額減税しきれないと見込まれる人へ～調整給付金のご案内～

昨今の物価高騰に賃金上昇が追い付かず、国民の生活に負担が重くのしかかっているこ
とを受けて、国民の負担軽減を目的に所得税３万円、住民税１万円（合計４万円）が減税
されます。

　定額減税可能額が、令和６年度個人住民税所得割額または令和６年分推計所得税額を上回り、定額減税
しきれないと見込まれる納税義務者に対し、「調整給付金」が支給されます。対象者には、７月下旬に通知
を送付します。受給希望者は、期限までに確認書に記載されている書類を提出してください。

※控除対象配偶者や
扶養親族がいる場合
は、その親族なども
定額減税の対象者で
す（右記のとおり）。

※合計所得金額が48万円以下（給与収入の
場合、103万円以下）

令和６年分所得税と令和６年度個人住民税所得割について
以下のとおり控除されます。 

令和５年中の所得が1,805万円（給与収入の場合2,000万円）
以下の個人住民税所得割の納税義務者

※給付金額は、個別の課税状況により異なるものであ
り、上記はあくまで一例です。

減税前に所得税１万円・個人住民税所得割２万円
の納税義務者の場合※控除対象配偶者、扶養親族なし

対象者

減税額
納税義務者および配偶者を
含めた扶養親族※１人につき 
所得税 住民税

所得税

住民税

扶養親族の減税適用例
納税義務者 対象※の扶養親族数

例：納税義務者+扶養親族２人の場合

３万円 １万円
減税の方法は、納税義務者本人が得る所得の種類によって以下のとおり異なります。 

　　　　　所得税と個人住民税所得割の少なくとも一方を
収め、定額減税しきれない額が生じることが見込まれる人
※対象者には７月下旬、調整給付金支給確認書を郵送します。

対  象  者

　　　　　所得税と個人住民税それぞれで定額減税しき
れない額を算出し、合算して１万円単位に切り上げた額
支給金額

　　　　　確認書に記載されている提出書類を返信用封
筒で郵送または市役所本庁舎ロビー受付※まで持参
※平日午前９時～午後５時（水曜のみ午後７時まで） 

申請方法 

申請期限  12月２日（月）

・所得税から１万円の減税、住民税所得割から
１万円の減税が行われます。
・定額減税しきれない所得税分の２万円が、調
整給付金として支払われます。

⇒

給与所得者

年金所得者

事業所得者
※個人事業主など

所得税 住民税

６月分の源泉徴収額から減税
※引ききれない分は７月以降も順次減税

・原則確定申告時に減税
・前年所得などを基に行う「予定納税」
　で減税も

６月支給時の源泉徴収額から減税
※引ききれない分は、８月徴収分以降も
　順次減税

６月徴収分から減税
※引ききれない分は、８月徴収分以降も
　順次減税

・６月分は徴収しない
・減税後の年税額を７月以降11カ月で
　均等徴収

10月徴収分から減税
※引ききれない分は、12月徴収分以降も
　順次減税

税務課市民税係（☎35-0912）問い合わせ

菊川市調整給付金コールセンター（税務課内☎35-0952）問い合わせ

掘削 掘削

水 位 低 減

　近年、気候変動の影響から、全国各地で水災害が激甚化・
頻発化し、水害に対する不安が高まっています。国土交通
省浜松河川国道事務所では、河川の水位低下対策として、
平成28年度から令和５年度に、一級河川菊川および牛淵川、
その他支流を含めた広範囲で河道掘削や雑木伐採などを実
施しました。その結果、菊川市・掛川市の流域全体で、お
よそ30万㎥の土砂が搬出され、河川の流下能力が大幅に確
保されました。

建設課管理係（☎35-0902）問い合わせ

河川の水位低下対策が実施されました

　毎年７月は「河川愛護月間」です。河川の除
草や美化活動を行うことで、景観保全や災害予
防にも繋がります。ぜひご協力ください。

　リバーフレンドシップ制度では、草刈刃、混
合ガソリンなどの必要な資材の貸与や支給、保
険加入を支援しています。詳細
は、県ホームページ（右記）をご
覧いただくか、建設課管理係へ問
い合わせください。

菊川本川の河
口から5.4㎞付
近の推定では、
およそ1.45m
の水位低下効
果が図られま
した。

歯ぐきのことが気にな
る場合は、歯科医院を
受診しましょう

　河道掘削とは、水中以外の川岸を含む範囲の土砂や砂州
を撤去することで河道断面を拡幅させ、河川の流下能力を
増加させる工事です。

河道掘削とは？

　歯ぐきの病気は、歯肉炎、歯周病などが挙げられます。歯と歯ぐきの隙間(歯周
ポケット)から侵入した細菌が、歯肉に炎症を引き起こした状態を歯肉炎といい、
それに加えて歯を支える骨を溶かし、歯がグラグラになってしまう状態を歯周病
といいます。これら歯周病の予防には、毎日の歯みがきで歯垢を取り除くことや、
歯科医院を受診して定期的な歯石除去や歯面清掃などをすることが有効です。歯
科医院では、歯周病の予防や治療を行っています。

歯ぐきの状態に悩んでいませんか？

７月は「河川愛護月間」

県が管理する河川の美化活動の際には
「リバーフレンドシップ制度」を活用ください

７月は河川愛護月間～河川事業の紹介～

子育て応援課こども保健係（プラザけやき内☎37-1136）問い合わせ

お口と歯の健康のお話 ～歯ぐきの病気編～

一級河川菊川（大石地内）
※国土交通省より資料提供

歯磨き指導

　個々の状態に応じて、歯
ブラシの選び方・持ち方・
毛先の当て方・動かし方な
どを指導します。汚れを赤く
染め出し、磨き残しをチェッ
クすることもあります。

歯石除去

　超音波振動する機器で、
歯石を歯の表面から水で洗
い流しながら除去します。ま
た、刃の付いた専用器具で、
細部から掻き出すように取り
除く方法もあります。

歯面清掃

　歯科医師や歯科衛生士
が専用の機器とフッ化物入り
研磨剤などを使用して、全
ての歯面の清掃と研磨を行
い、むし歯や歯周病になり
にくい環境を整えます。

歯科医院でできる歯周病予防や治療

小笠掛川歯科医師会　
会員 松浦勇次 さん

施行後

施行前
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